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―令和元年度施政方針と予算のあらまし―
詳しくは 詩財政課☎788－4905

　２月21日㈭から開催された３月定例市議会で、当初予算案が可決されました。

　予算総額は、一般会計、特別会計、公共下水道事業会計を合わせて394億5,108万９千円で、

前年度に比べると3.0％の増額となっています。

会計別 の 予 算

会　計　名 予 算 額 前年度比

一　般　会　計 24,057,000 4.6%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険

特 別 会 計
7,509,000 1.0%

介 護 保 険

特 別 会 計
5,362,000 3.2%

後期高齢者医療

特 別 会 計
1,071,000 3.2%

公共下水道事業

会　　　　　計
1,452,089 △12.2%

合　　計 39,451,089 3.0%

小数点第２位を四捨五入

（単位：千円）

当 予 あの ま し初 算 ら

　

歳
入
総
額
は
、
240

億
５
，

７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
４.６

％
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、

市
税
（
市
民
税
、
固
定
資

産
税
な
ど
）
で
43

・
０
％
を

占
め
、
103

億
３
，
２
９
２

万
５
千
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
次
に
多
い
の
が
国

庫
支
出
金
で
35

億
１
，
６

２
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
市
債
、
地
方
交
付
税
、

繰
入
金
、
県
支
出
金
、
と
続

い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
総
額
も
歳
入
と
同
じ

240

億
５
，
７
０
０
万
円
で
す
。

　

歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
101

億
518

万
２
千
円

で
42

・
０
％
を
占
め
、
次
に
、

総
務
費
31

億
３
，
４
４
５
万

９
千
円
、
以
下
、
土
木
費
、

公
債
費
、
衛
生
費
、
教
育
費
、

と
続
い
て
い
ま
す
。

歳

入

歳

出

一

般

会

計

内

訳

夢と希望を未来へ
令
和
元
年
度

施
政
方
針
（
要
旨
）

桶川市長

小 野 克 典

の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
い
っ
た
情
報
通
信
技
術
は
目
覚

ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、
さ
ら
に
Ａ

Ｉ
な
ど
の
人
工
知
能
は
、
私
た
ち

の
生
活
や
仕
事
に
お
い
て
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
経
済
面
で
は
、
バ
ブ
ル
景

気
で
始
ま
り
、
そ
の
崩
壊
と
空
白

の
20

年
、
そ
し
て
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
を
経
て
、
現
在
、
景
気
は
よ
う

や
く
回
復
基
調
に
あ
る
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
震
災
や
、
２
０
０
０
年
代
以

降
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
へ
の
対
応

か
ら
、
防
災
対
策
の
重
要
性
や
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
改
め
て
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
本
市
の
歴
史
を
振
り
返

　

市
民
の
皆
様
か
ら
信
託
を
頂
き
、

市
政
２
期
目
の
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
、
折
り
返
し
と

な
る
３
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
市
民
や
議
会

の
皆
様
の
御
指
導
、
御
協
力
を
頂

き
な
が
ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
天
皇
陛
下
の
御
退
位

と
皇
太
子
殿
下
の
御
即
位
に
よ
り
、

平
成
と
い
う
時
代
か
ら
、
令
和
と

い
う
新
た
な
時
代
が
ス
タ
ー
ト
す

る
年
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
と
い
う
時
代
の
30

年
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
時
の
流
れ

に
当
た
り
ま
し
て
は
、
中
長
期
的

な
施
策
展
開
を
見
据
え
、
５
つ
の

重
点
分
野
と
し
て
「
こ
ど
も
が
輝
き
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
、
「
高
齢
者
が
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
、
「
安
心
安
全
で

利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
、
「
に
ぎ
わ
い
や
活
力
に
満
ち

あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
及
び
「
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
着
実
な
推
進
」
を
位

置
付
け
、
優
先
的
に
予
算
措
置
を

講
じ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
市
政
に
対
し
ま
す
よ
り
一
層

の
御
指
導
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

（
各
分
野
の
個
々
の
事
業
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以

降
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
）

り
ま
す
と
、
現
在
の
発
展
は
、
中

山
道
の
宿
場
町
の
時
代
か
ら
脈
々

と
続
く
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
の
礎
の
上
に
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
に
思
い
至
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
は
、
少
子
高
齢
・
人

口
減
少
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
課
題

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
人
た
ち
が

大
切
に
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
あ

る
桶
川
の
発
展
の
た
め
、
様
々
な

困
難
や
課
題
に
対
し
て
も
未
来
志

向
で
努
力
と
挑
戦
を
積
み
重
ね
な

が
ら
「
夢
と
希
望
を
未
来
に
つ
な

ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、

力
の
限
り
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
市
政
の
運
営
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政
運
営

が
見
込
ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
も
、

「
桶
川
市
第
五
次
総
合
振
興
計
画
」

の
実
現
に
向
け
、
必
要
な
施
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
当
初
予
算
の
編
成

民生費
101億518万

2千円

（42.0％）

総務費
31億3,445万

9千円

（13.0％）

土木費
26億8,762万

1千円

（11.2％）

教育費
19億5,675万7千円

（8.1％）

公債費
24億4,228万6千円

（10.2％）

衛生費
21億1,388万7千円

（8.8％）

消防費
10億2,071万5千円

（4.2％）

その他　　　　　　
5億9,609万3千円（2.5％）

市税
103億3,292万

5千円

（43.0％）地方交付税
20億1,000万円

（8.4％）

地方消費税交付金
12億3,000万円（5.1％）

繰入金
15億6,608万9千円

（6.5％）

市債
24億150万円

（10.0％） 国庫支出金
35億1,623万円

（14.6％）

市税
103億3,292万

5千円

（43.0％）地方交付税
20億1,000万円

（8.4％）

市債
24億150万円

（10.0％） 国庫支出金
35億1,623万円

（14.6％）

県支出金
15億3,604万2千円

（6.4％）

諸収入
3億4,226万8千円（1.4％）

使用料及び手数料
2億9,536万7千円（1.2％）

その他
8億2,657万9千円

（3.4％）

歳 入
240億5,700万円

歳 出
240億5,700万円

民生費
101億518万

2千円

（42.0％）

総務費
31億3,445万

9千円

（13.0％）

土木費
26億8,762万

1千円

（11.2％）

公債費
24億4,228万6千円

（10.2％）

衛生費
21億1,388万7千円

（8.8％）
一般会計 一般会計
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○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

150

万
４
千
円

　

今
年
度
か
ら
の
５
か
年
を
計
画
期
間
と

し
て
策
定
し
た
、
桶
川
市
第
四
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動
や
女
性

相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

４
，
６
７
２
万
５
千
円

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
団
体
へ
補

助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
町
会
・
自
治
会

な
ど
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

508

万
５
千
円

　

市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
の
活
動

や
協
働
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

○
協
働
提
案
事
業
補
助
金

100

万
円

　

市
民
活
動
の
活
性
化
や
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
提
案
事
業
実
施
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
桶
川
東
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

800

万
円

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
桶
川
東
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
入
児
童
数
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
本
室
建
替
工
事
に
向
け
て
の

設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

事
業

１
，
５
８
０
万
円

　

新
た
な
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
た
め
、
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

○
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置

費
補
助
金

650

万
円

　

住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設

置
に
対
し
補
助
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の

負
荷
の
少
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

３
億
１
，
０
６
０
万
円

　

高
度
情
報
化
に
対
応
し
た
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
の
２
か
年
で
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
消
費
者
行
政
推
進
事
業

496

万
２
千
円

　

消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
を
運
営

○
教
育
相
談
員
配
置
事
業

97

万
円

　

小
学
校
で
の
児
童
の
学
校
生
活
の
様
子

を
把
握
し
、
い
じ
め
や
不
登
校
等
の
未
然

防
止
や
解
消
を
図
る
た
め
、
小
学
校
へ
教

育
相
談
を
行
う
教
育
相
談
員
を
２
名
配
置

し
、
児
童
本
人
や
保
護
者
に
対
し
て
面
談

や
電
話
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業

27

万
５
千
円

　

今
年
度
か
ら
加
納
小
学
校
お
よ
び
川
田

谷
小
学
校
の
２
校
に
「
学
校
運
営
協
議

会
」
を
設
置
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
と
し
、
学
校
と
地
域
・
保
護
者

が
連
携
・
協
働
し
た
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
機

運
醸
成
事
業

65

万
円

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
た
機
運
を
醸

成
す
る
た
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ

道
路
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
西
側
大
通
り
線
整
備
事
業

１
億
81

万
１
千
円

　

今
年
度
内
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
、

引
き
続
き
道
路
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
道
の
駅
推
進
事
業２

，
２
８
５
万
７
千
円

　

地
域
の
魅
力
発
信
・
産
業
の
振
興
・
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を

整
備
す
る
た
め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
市

整
備
事
業
用
地
の
取
得
を
行
い
、
そ
の
進

捗
に
合
わ
せ
、
整
地
工
事
お
よ
び
整
備
事

業
者
選
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
旧
飛
行
学
校
整
備
事
業

１
億
８
，
６
０
９
万
７
千
円

　

今
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、
文
化
財

建
造
物
で
あ
る
建
物
５
棟
（
守
衛
棟
、
車

庫
棟
、
兵
舎
棟
、
便
所
棟
、
弾
薬
庫
）
の

復
原
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
完
成
後
の

開
館
に
向
け
て
、
展
示
物
の
製
作
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

○
坂
田
公
共
施
設
運
営
事
業

１
億
３
，
６
５
５
万
円

　

市
民
の
交
流
や
活
動
を
通
じ
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
や
学
習
機
会
の
提
供

を
図
る
た
め
、
坂
田
地
区
に
お
い
て
、
坂

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
坂
田

図
書
館
を
運
営
開
始
し
ま
す
。

○
小
中
学
校
老
朽
化
対
策
事
業

２
，
４
５
０
万
円

　

「
桶
川
市
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
ト
イ
レ
等
改
修
工
事

を
予
定
し
て
い
る
日
出
谷
小
学
校
、
桶
川

中
学
校
お
よ
び
加
納
中
学
校
の
設
計
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

す
る
な
ど
、
行
政
と
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
消
費
者
の
見
守
り
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
土
地
区
画
整
理
推
進
事
業

１
億
８
，
０
０
０
万
円

　

良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
上
日
出

谷
南
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、

調
整
池
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事

業
の
進
捗
が
図
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

○
駅
東
口
整
備
事
業３

億
２
，
７
８
８
万
円

　

駅
前
広
場
や
駅
東
口
通
り
線
な
ど
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
安
全
で
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
桶
川
駅
東
口
周
辺
地
区
を
目
指
し

ま
す
。
今
年
度
は
、
引
き
続
き
駅
前
広
場

な
ど
の
用
地
の
取
得
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
駅
自
由
通
路
改
修
事
業

２
億
円

　

桶
川
駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
前
年
度
に
着
手
し
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
供
用
開
始
を
す
る
と
と
も
に
、
駅

自
由
通
路
の
外
壁
や
内
装
な
ど
の
改
修
を

実
施
し
ま
す
。

○
坂
田
寿
線
整
備
事
業

４
，
１
８
０
万
円

　

歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

坂
田
寿
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
翌
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
、

ス
ト
や
出
場
経
験
者
に
よ
る
講
話
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
係
す
る
施
設
な
ど
を
巡
る

バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
事
業

１
，
８
５
０
万
円

　

川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
開
館

か
ら
26

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
規
模
改
修
工
事
に
向
け
て
の
設
計
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

○
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金
活
用
事
業

612

万
円

　

平
成
29

年
度
に
設
置
し
た
「
子
ど
も
・

子
育
て
応
援
基
金
」
へ
の
寄
附
金
を
活
用

し
、
駅
西
口
公
園
に
乳
幼
児
向
け
の
遊
具

を
設
置
し
ま
す
。

○
産
後
ケ
ア
事
業

254

万
２
千
円

　

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
、

愛
称
「
オ
ケ
ち
ゃ
る
」
に
お
い
て
、
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
増
員
に
よ
り

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
な

い
支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

「
新
生
児
産
後
ケ
ア
訪
問
事
業
」
に
お
い
て
、

産
後
の
家
庭
に
助
産
師
が
訪
問
す
る
こ
と

に
よ
り
、
育
児
不
安
の
軽
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業

728

万
円

　

べ
に
花
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
べ
に
花

の
咲
き
誇
る
景
観
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

る
啓
発
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

○
広
報
事
業

２
，
４
１
０
万
円

　

市
民
の
身
近
な
情
報
源
と
し
て
広
報
紙

や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
、

開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
主
役
の
桶
川
を
つ
く
る

【
参
画
・
協
働
】

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
産
業
】

生
き
る
力
を
育
み

次
代
に
繋
げ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
教
育
・
文
化
】

共
に
支
え
合
い
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
健
康
・
福
祉
】

環
境
に
や
さ
し
く
安
心
・
安
全
に

住
み
続
け
ら
れ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
市
民
生
活
】

み
ど
り
と
調
和
し
た

暮
ら
し
や
す
い
桶
川
を
つ
く
る

【
み
ど
り
・
都
市
基
盤
】

坂田図書館

計
画
的
で
将
来
を
見
据
え
た

桶
川
を
つ
く
る

【
行
財
政
運
営
】

昨年のべに花まつり

オリンピックメダリスト・

中村玲子さんによる水泳指導

（昨年度事業）

※
各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、

　

順
不
同
で
す
。

今
年
度
の
主
要
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


